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上
場
す
る
中
堅
造
船
3
社
の
う
ち
、
2
社
が
2
0
1
8
年
3
月
期
連
結
決
算
で
営
業

段
階
か
ら
赤
字
と
な
り
そ
う
だ
。
名
村
造
船
所
は
期
初
か
ら
赤
字
予
想
だ
っ
た
ほ
か
、

黒
字
を
見
込
ん
で
い
た
サ
ノ
ヤ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
も
3
月
下
旬
、
予
想
修
正
に
ょ

り
赤
字
に
な
る
と
発
考
収
益
安
定
化
に
向
け
て
非
造
船
事
業
の
強
化
、
貌
の
多
角

化
な
ど
急
は
取
り
組
み
を
進
め
る
。 サ

ノ
ヤ
ス
は
予
想
下
方
修
正

サ
ノ
ヤ
ス
は
3
晶
貝

娼
年
3
月
期
連
結
業
績
予

想
の
う
ち
利
益
全
項
目
を

下
方
修
正
。
営
業
損
益
が
給

億
円
の
赤
字
(
前
の
期
は
9

億
4
0
0
万
円
の
墨
子
)
と

な
り
そ
う
だ
と
発
表
し
た
。

昨
年
5
月
発
表
の
前
回
予

想
は
3
億
円
の
黒
字
だ
っ

た
。未

へ
ッ
ジ
外
貨
の
円
換
算

に
用
い
る
為
替
レ
ー
ト
が
、

餌
け
か
ら
期
初
予
想
を
大

幅
に
超
え
て
円
高
進
行
。
さ

ら
に
鋼
荏
格
の
廃
な
ど

も
あ
り
、
新
造
貌
業
で
の

通
期
の
受
注
工
事
損
失
引
当

金
繰
り
入
れ
が
、
期
初
予
想

と
比
べ
黎
億
円
超
過
と
な

る
こ
と
が
響
く
。

同
社
は
主
力
の
造
船
事
業

に
つ
い
て
、
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ

イ
ー
吊
況
変
動
制
)
が
高

く
、
現
在
の
造
船
不
況
が
長

期
化
す
る
可
能
性
を
考
慮

造
船
以
外
の
陸
上
・
レ
ジ
ャ

1
事
業
を
第
2
の
コ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
に
位
置
付
け
、
強
化
す

こι

る
。
同
事
業
を
営
む
子
会
社

グ
ル
ー
ブ
を
M
&
T
グ
ル
ー

プ
 
9
シ
ナ
リ
ー
&
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
)
と
し

て
嘉
。
同
グ
ル
ー
プ
を
統

括
・
支
援
す
る
会
社
と
し
て

「
サ
ノ
ヤ
ス
M
T
G
」
を
設

立
し
て
い
る
。

名
村
の
娼
年
3
月
期
連
結

業
績
予
想
は
営
業
損
失
が
C

億
円
(
前
の
期
は
船
億
円
)

で
、
昨
年
5
月
発
表
の
前
回

予
想
を
変
更
し
て
い
な
い
。

連
結
子
会
社
の
佐
世
保
重
工

園
①

業
で
、
得
意
と
す
る
墨
バ

ル
カ
ー
の
需
要
低
迷
を
受
け

久
し
ぶ
り
に
墨
タ
ン
カ
ー

の
建
造
を
推
進
。
こ
の
際
、

工
程
混
乱
に
ょ
る
工
費
増
な

ど
製
造
原
価
が
想
定
以
上
に

増
加
し
、
工
事
損
失
引
当
金

を
積
み
増
す
な
ど
多
額
の
損

失
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
が

響
く
。ただ

、
名
村
グ
ル
ー
プ
で

は
佐
世
保
重
工
で
の
墨
タ

ン
カ
ー
の
建
造
を
同
社
の

技
術
力
強
化
と
商
品
多
様
化

に
ょ
る
生
き
残
り
に
は
必
要

不
可
欠
と
位
置
付
け
る
。

内
海
造
船
の
揺
年
3
月
期

連
結
業
績
予
想
峡
黒

益
が
前
の
期
比
9
%
減
の
5

億
円
を
見
込
む
。

ー
ー
万
4
0

0
O
T
E
U
型
省
エ
ネ
コ
ン

テ
ナ
船
「
N
Y
K
 
W
R
E

N
」ジ

ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
(
J
M
U
)
は
3
月

贇
呉
事
業
所
(
広
島
県

呉
市
)
で
建
造
し
て
い
た
バ

Ξ
フ
シ
ッ
プ
・
ホ
ー
ル
デ

^
^
^
^
^
^
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^
^
^
〆
ゾ
^
^
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1
無
,
^
、
'
泌
恕
勺

現
代
商
船
と
域
内
航
路
で
提
携

K
S
P
合
理
化
策
を
推
進

コ
ン
テ
ナ
撃
業
の
統
合
一
て
取
り
組
み
を
本
格
化
す
一
船
社
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
2

垂

新
造
船
の
船
旅
を
V
R
で

フ
エ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
初
出
展

船
「
N
Y
K
 
W
R
E

N
」
(
エ
ヌ
ワ
イ
ケ
イ
・

レ
ン
、
写
真
)
を
引
き

渡
し
た
。

同
船
は
ホ
ー
ル
ド
内

玲
列
Ⅱ
段
デ
ッ
キ
上

即
列
9
段
の
コ
ン
テ
ナ

を
積
載
で
き
る
。
 
J
F

E
ス
チ
ー
ル
と
共
同
開

発
し
た
「
Y
P
4
6
0
」

縣
1
九
州
間
で
フ
エ
リ

ー
を
運
航
す
る
フ
エ
リ
ー
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
は
4
日
、
Ⅱ
日

か
ら
都
内
で
開
か
れ
る
国
内

曼
級
の
膿
海
事
展
「
S

E
A
 
J
A
P
A
N
 
(
シ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
)
」
に
初
出
展
す

る
と
発
表
し
た
。
先
端
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

な
ど
を
手
掛
け
る
ジ
ョ
リ
ー

グ
ッ
ド
宋
社
・
東
示
)
と

共
同
制
作
し
た
V
R
彼
想

イ
ン
グ
向
け
1
万
4
0
0
0

T
E
U
型
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ナ

で
高
め
、
高
効
率
の
輸
送
能

力
を
実
現
し
た
。
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目
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全
長
3
6
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腕
▽
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・
内
材
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9
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3
3
5

重
尋
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1
4
5
、
 
2
5
1

総
ナ
▽
主
機
関
Π
D
U
1
W

1
n
G
D
 
W
9
X
認
デ
ィ

ー
ゼ
ル
機
関
X
1
基
▽
躯

速
交
・
昆
▽
定
昂
人

ワ
船
級
N
K
▽
船
籍
日
本

万
T
E
U
の
鍵
%
を
占
め
、

高
麗
海
運
に
次
ぐ
近
海
塁

2
位
と
な
る
。
現
地
の
報
道

に
よ
る
と
、
両
社
の
Π
年
の

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
合
計
で

約
3
0
0
万
T
E
U
、
コ
ン

テ
ナ
貌
茎
元
上
高
は
合
計

で
約
9
3
0
0
鍔
,
(
約
9

3
0
億
円
、
ー
々
Π
0
・
ー

現
ぎ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
V
R
」
を
展
示
す
る
。

今
回
は
5
月
巧
日
に
護

1
志
布
志
屍
児
島
県
)
航

路
へ
就
航
予
定
の
「
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
さ
つ
凄
の
魅
力

を
V
R
で
岬
す
る
。
「
『
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
さ
つ
ま
』
で

の
挨
気
分
を
存
分
に
満
喫

い
た
だ
け
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
」
(
同
社
)
と
説
明
す

る
。

を
採
用
す
る
な
ど
し
て
、
コ

ン
テ
ナ
黎
能
力
を
極
限
ま

M
A
F
)
は
両
社
の
事
業
統

合
に
つ
い
て
、
「
人
為
的
な
調

整
で
は
な
く
、
対
等
な
企
業

同
士
が
行
一
つ
自
謁
統
合
モ

デ
ル
と
し
て
、
韓
国
海
運
業

界
を
り
ー
ド
す
る
穣
と
な

る
」
と
コ
メ
ン
ト
。
 
M
O
M

A
F
と
し
て
も
、
韓
国
海
洋

振
興
公
社
を
通
じ
、
自
国
海

儒
懐

『
ス
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
』
な
ど

設
備
を
一
層
充
夫
日
本
初

の
鶴
プ
只
ン
エ
ク
シ
ヨ
ン

マ
ッ
ビ
ン
グ
(
プ
ロ
ジ
エ
ク

タ
ー
を
使
い
空
間
や
裸
に

映
像
を
投
辱
る
技
術
)
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
船
内
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
る
。

古
野
電
気

独
自
の
操
船

支
援
技
術
紹
介

古
野
電
気
峡
Ⅱ
1
w
e

に
東
示
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

か
れ
る
膿
海
事
展
「
S
E

て
の
経
験
わ
く
わ
く
ド
キ

ド
キ
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
力

ジ
ユ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ
」
の
創

造
を
呈
し
て
い
る
。
新
造

船
で
は
 
3
層
吹
き
抜
け
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
同
紡
の

て
お
り
、
内
訳
は
J
M
U
に

1
隻
(
玲
年
松
月
翅
、
名

村
造
船
所
に
2
隻
翁
年
7

月
と
加
年
秋
甥
)
。
こ
の
う

ち
J
M
U
建
造
の
1
隻
は
コ

ス
モ
石
油
と
の
長
期
用
船
契

約
に
投
入
予
定
で
、
 
S
O
X

(
誓
鴉
)
ス
ク
ラ
バ

ー
を
搭
載
す
る
。

隻
当
た
り
3
1
0
0
万
゛
と

な
り
、
 
2
0
1
9
年
か
ら
即

年
1
1
3
月
に
か
け
て
順
次

竣
工
を
予
定
す
る
。

ト
ー
ム
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
・

メ
ル
ド
ガ
ー
ド
C
E
0
 
(
最

高
経
営
責
任
き
は
今
回
の

新
造
整
備
に
つ
い
て
厄
元

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
比
べ
て
魅

ゞノ、

ン
ジ
)
1
型
プ
ロ
ダ
ク
ト
船
資

2
隻
へ
の
投
資
を
決
定
投
' ツ

、

リ i
心


